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11･LBIIC乳剤に対するヨトウムシ .(BarathrabrassEcaeL･)の抵競力と処理個体の症状か

らの回復について 石井梯 ･-淑太良 ･小島馳司 (東京出工大学E!学部 E%業昆虫学研究室)31.10.

31 受理

謹 ん で ●春 川 忠 告 博 士 の 台.稀 を 祝 賀 し 奉 る. ■

ヨトウムシ各令幼虫をIiIIC乳剤に浸Uiしてその感受性を調べたところ,巾令期以後においてDDT

乳剤に対するJ:T)も洛かに払い抵抗力と,著しい巾砧症状からの回役を見山した｡ さらに, 抵抗の

卿 仲を知るために体内に γ-BHC Tl注入しそa:J時間的刑長を氾来した｡

･WeJ.nman皮 Decker6)が armyworm に対する詔

力を DDT 及び BHCで比較した結果は,体正の脚

大した後令朔幼虫に対しても BHC の方が DDT よ

りも招力が大であると報告している.ところが本邦に

わいて近緑のヨトウムシ (BaraLhrabrlisslcaeL.)

幼虫に対する BHCの詔力につも■､ては‥ 粉剤の物理

性に関する研兜6)をみるのみであって,実際の班用者

からはむしろ佃効であるというJTTiを閃くことが多い.

耶者らは既に本昆虫の卿化tnljfJの卵内の幼虫が γ･

BHCに対して比較的に感受性が拭いことを認めてい

たので,上記のような報告に歩Q味をいださ.幼虫の発

育と感受性の開拓を枚討すべく実験を行った.先ず外

部処理によって BHC 乳剤に対する各令幼虫の感受

性をしらべたところ,特に申令糊以後に如 ､て DDT

乳剤に対する1)よりも退かに強い抵抗力と,又 DDT

の被砧の似合には見られなかった胡苛な中寺ii托状から

の回鮎を見出した. ′

Oppenoorth3･l) は BHC に対する抵抗性イエバエ

の速攻を比較し,両者の間に著しい差異を見出した.

ホ昆虫のBHCに対する抵抗力も拡抗性イエバエのよ

うに特異な点があるのではないかと考えて妃に 1,2

の実験を追加した.以上の結果を報告したい.

ホ研死にあたり.出椎'8位芙技術研究所石非象=BB.

平lTf千里iLTd'技巧ならびに胡ia一大学山崎輝軌 栖慌敏夫

両氏は印々mJ教示とrj減 のCnlj:を与えられ,又京都大

学化学研光l-97良沢約火脚士から有益な御教示を戚いた.

これらの方々にP',7･く御礼r77し上げる次邪である.又当

研兜如 細 成弘 粥体力rLTm Z)協ルを娼謝する.

･英.験 材 料

桝試ヨトウムシはり1-it抑下府11TfJJiL拐(E3工大学附属

凸臥上()卵的11び劫Illを採災して,カラシナ及びカブ

の茄 を公印として飼ffした.処理に当っては的報の

DDT 乳剤の場合1)と同様.脱皮前の旧に入ったもの

や脱皮屯後のものはすべて除外し,多数の個体酢中よ

り充分に発fI'を遂げた芳一な個体を雌雄を考hませずに

退出してtlt試した.6令幼虫では発育日数が10日内外

に延長し,個体差も甚だ大きくなるので生体韮 1.0-

1･2gのものを用いた.以上により各令幼虫に対して

はゞその令期内にわける最大に近い抵抗力が求められ

るものと考えた.

供試したBHC乳剤及び対照とした乳剤は下記の組

成であるT

γ･BHC20,00';ジ･BHCIOl0000g,acでtonを加え
て 50ccとする.

乳化剤 (polyox≠ethylenealkylester)25cc.･

対朋;aceton50ccに乳化剤 25cc'を加える.

原鞭は aceton搭淡として保存し,実験前に乳化剤

を加え燕溜水で所定氾皮に稀釈した.

実験方法及び結果

浸折処理による各令幼虫の拡抗力の比佼

〔実験方法〕処矧 ま1何につきtJ紺 肌休 10-20をm

い,所JJi:氾蛇柿釈紋に10秒;l'J払 ●itJた. 火験は 4_6

阿繰返し'企tlは rr桝 E'(は2900であった.井波より引

上げた胴肘 ま手中く椛を切って成邦に折紙を放いたペ

トリシヤーtT(1-4令幼山には出征9cm.拓き2cm,-

5-6令幼山にはIdT筏12cm閃き3cmのものをF7]いた)

に収やし.すっかり皮rtqが乾いてから食餌を与えた.

なおこれらの襟邪は上市を寒冷紗又は金網茸で担って

通気を良好にした.兆淡の処理氾皮は 250,処理後は

~室温下に放'Bした.災験1那'J中の平均温度は 2̀1.5土

3.70であった.

処理個体は処理殴 3-7日間観察し,24時間f引こ苑

死虫を加算したが,これは 1-4令幼虫に対して3日
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級,5,6令幼虫に対して5日後に止めた.これは令期

の進むに従って致死時間が長引く故である._一見苑死

出の如く見えて針で触れると体の一部にかすかな動き

を見せる戯死出は全く回数する見込がないので死虫に

加辞した.

〔結果〕(1) 各令幼虫の抵抗力;実験域約より致死

率をProbitに変換し,-汲度を対数におきかえて渋皮-

致死率回帰直線の方程式を求め,各令幼虫のMLCを

井出すると第1,2表及び第 1図の通りである.

2令, 3令及び4令幼虫の回帰直線は が の確率が

0.05◆以下であるので適合しない. 恐らく用いた供試

虫の斉⊥性がや 恋ゝかったものと思われる..又回帰直

線は3令幼虫と6令幼虫のものがそれぞれ氾庇の高い
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Fig.1.Conccntration･mortalitycurvesofthe
larv.lCOfBaraEhrabrassicaeL.,toγ-BHC

cmulsionappliedbydippingmethod.From
lcfEtoright;1,2,3,4,5andthe6thinstars.

蔚 22 巻-I.

部分で2折して勾配を減じた.これが供試材料の欠陥

に起因しているのか,乳剤の性質に起因しているのか
は全く不明である-/
各令幼虫の抵抗力は令糊の進むに従ってそれぞれ増

加するが,その増加率はDDT乳剤に対する勘合のよ

まっている.1令幼虫は比較的に感受性が拭いが.こ

れは鮮化直前の幼虫がBHC乳剤によって卵内で描串

に苑死する朝突21とよく一致する.2令に進むと既に

1令幼虫の2倍の抵抗力を示し,I3令の相対拡抗力は

1令の約18倍,4令約180倍,5令約700倍,6令約

1700倍となっている.とれらを各令幼虫の体式と比収

すると特に4令及び5令幼虫の抵抗力が体EI当りに著

しく増加していることが指摘出来る.各令幼虫問に放

ける抵抗力の増加率は上述の如く申令期で大きくなっ

ているが,5令及び6令では漸次に減少している.又

1⊥4令ではそれぞれ90%以上の致死率を示す y･BH

C荘き皮の対照区に於いて死亡率が0%か又はこれに近

いのに反し,5令では γ-BHC1%,6.会では 2% の

対照区において死亡率が高く50% 以上に述している.

.詔物に対してこのような大きな抵抗力が示される朋合

には,如何に昆虫体に捗響2)少い溶媒でも,投兆物は

必然的に氾厚或は多虫にならざるを柑ない.したがっ

て縫物以外の溶媒や乳化剤D好皆が強く現われ,てくる

のであろう.それ故仮に砧物以外の物質の雌響をより

Table1. Equationsofconcentration･mortalitycurvesofthelarvaeofBarathrabrassicae
L.toBHCemulsionappliedbydippingmethodand x2 testsforcomparingtheresult90f
obscrvationswiththecomputedcurves.

Numberof
individuals

'Regressionequation IleCeegS:C3(onf,巨 富 f 慧 bx!bti!istty

541

639

487

494

342

130

y-5.21527+2.592(ズー1.76161)

Y-4･99042+2･189:X-1･98920)
Y--4.96358+2.408(X-2.91860)

Y--5.29532+2.191(X二4.07174)

Y--4.82386+2.505(X-4.45836)

Y--4.29565+2.359(X-4.62198)2 322 3 1

0･I>Pl･>0･05

0.01>Pl･>0.001

0.05>Pr>0.02

0.01>PT･>0.001

0･7>Pr>0･9
0.7>Pr>0.5

Table2. DifferentialresistibilityofthelarvalinstarsofBarathrabrtzssicaeL.to BHC

emulsionappliedbydippingmethod.～
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少くすることが川来れば.5令及び6令の虹杭州ま妃

に大きく11るのではないかと.RBわれる.

I.(2) 致死時間;令のfmJJnに叶って致死時日'IJの延長

か･みられたことはDDT乳剤の似合と同様であったが.

DDT よりも一般に短いようである.即ち 2,3令は

MLC以下のは氾皮でも24時間以内,4,5令は2日

以内に大半の苑死虫を確認Lf1来る･.6令でも3日後に

は生山と苑死虫とを決定出来ることが多く,致死に5∫

自以上を望するものは殆んど妃られなかった.なお一

月殆んど正常に同役した佃体が数日後に至って突然死

んだ場合は,種物の雄哲を知も祝th来ないけれども2次

的原因によることが大きいと認め, これらを少数の明

らかな柄死虫と兆に燕1対した. ▲

(3) 中手IJ碇伏と拭伏からの阿配;死に至か rlll'J碇

状のタt兄はDDTの似合と似ているが,多少舛なり/

急汲な超矧 まより散発的である.しかし巾招胴体の体

形や症状の移行などはDDTの場合とよく似ている.

浸出処懲役の消化口硬の吐伽 ま3-5時間後に苦しい.

特異な点はDIjTの場合には見られなかった申巧拭 ･

状からの同役が外見的に明確に認められたことである.

脚ち γ-BIico.5% 区では症状が不明鹿であったが,

1% 区では処理 1時間後に烈しい庄襲反射を示した個

体に,24時間後の祝祭ではその症状の消失と摂食が認

められた.しかし木例では処理後間もなく溶脱にJ:る

と思われる膨哲が併発したのであまり好適な例ではな

い.症状からの回矧 こついては後にも述べる.

注射による6令幼虫の抵抗JJ

浸t5'l法ではTriU物が体内に入る過程は徐 で々あると考

克られ,この実験で苦しい抵抗力を示しても一時に体

内に多虫のFij物を故人すると感受性が囁 くなる場合も

起り柑よう.そこでこのような体内延抗を吟味する意
味で次の注射を行った.なわ以下の実験には取扱いと

概群が容易な6令幼虫をJT]いI=.

〔実験方法〕 鵬試胴休2)退瓜 供試英硬の処方は宍

節 22怨-I

験1に叩じ.旺射JLJ一班はDDTの似合と同様である.

lglち旺射針1/LIを川いDI:門下冊より所起池波に稀釈し

た兆淡を1匹当り0.1cc旺射した. 本法によると針

先は政和耶 5,6ml以両の以下に送配出来,･江証して

行うときは体披.北枕の洞山は全く認められず碇実に

体圧割勺に江入し1fJるものである.処理氾蛇 は 250,

処FmT3休の取扱いや致死率の求め方は実験1に準じた.

〔鮎果〕.恭正対政一致死率 プロビット回帰直線式を

求め, これより γ･BHC,'LD-50-40･256Y,LD1

90-166.441Y,ILD-99-1233.67γを相た (節3,4衣.

苅2回).これらの教†lriから田は体内に γ-BHC を入

れた吻合にも強い体内EUJ'C力を示すことがわかる.

拡1人と処理胴体の同役;γ･BHC の作用による症状

を正椛にとらえるには,山崎 ･石井7)がイエバエ及び

ゴキブリについて示したように作用点である神巌を祝

賀Aiして時TtTfJ叩位の超郡誘発率を求め才uれば好都合であ

る.ところが木見rliの場合.I)ンゲル絞中の切開培本

から神経の疫幣を祝賀〈すると掠めて散発的であって,
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Fig.2. Dosage･m6rtality curve~ofthe6th
instarlarvaeofBarnEhrnbrassicaeL.toγ-

BHCemulsionapplie(1I)yinjectionmethod.

Tab一e3. Equationofdosage.mortalitycurveofthe6th.instar7arvaeofBaraLfmzbrtZSSicae
L.toBHCemulsiorLappliedbyinjectionandx2tcStforCOmp.lringther65ultsofobservations
withthecomp,utedcurve･

Numberof
hdividua19 Regressionequation

DegrccsoE
frcc(Ion (～)

Probability
inx2test

Y-5.13225+2.079(X-1.66844) l '3 0.1>Pr>0.05

/ ＼
TLlble4. Thercs王st王bZljtyoEthe6th instarlarvaeof BaralhrabrassicaeL. toBHC

emulsionnpplicdbyinjectionmethed. J

I一o(lyweight(ど)

MLIX. l Min. l Av.

Logmedian
. 1ethaldose

Regression
coefficJ'ent

I･35 111･01 Il･13
1.6048土0.0388 2.079土0.037



明確なgUi:が囚姓である.それ故処理個体をそのまゝ

外部より観察したが,注射の場合は浸治処理よりも症

状の発乱 例えば症敬 一消化管彼の吐出等が遥かに短

柑伽こ起り,又 γ･BHC を含まない対照区の差輿が

より明らかであった.本実験では浸出の勘合と異なり

処理山の転倒と起上り.(正常姿勢に戻ることを意味す

.る)は γ･BHC による症状の程度や処理昆虫の回役

を知るのに抄とつの指按となり得るように思われた.

何故ならば対刑区に於いて γ'･BHC200y及び 100y

両実験区の対.q共,や 摂ゝ食虫が落ちる他全く中毒症

状の発現が認められなかったからである. 以下 2,3

の例について衣示する (節5表).

i:るものと考えてよいと.lEわれる.表は越かな例に過

ぎないが,注射にJ:る致死率の寂れは浸抗法に比して

退かに少一く,追試の結果もその症状の時間的経過は大

体上衣と大差がなかつだ.更に γ･BfICIOOy,20Yと

いうような炎虫区の症状を参府すると症状の発現,例

えば歩行失弧 転倒,苦悶などが注入薬宝の減少に伴

って唄次段階的におくれ,又回配,例えば超上りや苦

悶の消失が速やかになっている.10γ区については,

おそらくこの過程が最も短縮されて症状の発現と消失

が相殺するために外見的に殆んど症状が現われない■よ

うに考えられる.従って興型的な症状の移行乃至処理

｣固休の回鮎過程を外見的Jに観窮するには 上表の LD･

50附近を選ぶのが適当と思われる. 致死率の高 い

200;注射区では一旦殆んど麻酔 こみった1個体が4時

間後に正7;ぎ姿鍬 こ戻るのが認められた.これは明らか

に症状の誠程度の回復と考えられる.しかしこのよう

な砧氾皮では溶媒のアセ トンや乳化剤の彫饗も大きく

なると.liiわれるし,文一_日_回役して長時蘭の摂食不経

や苦悶によるエネルギーの消失,消化管枚吐出による

水分の欠亡三割こ起因する誠矧 こよって2次的に死亡す

ることお皿傑される.50y一区たおける消化管披吐出は

?A;だ朔貨であって,一般に処理5分後頃より汲化し,

10分lru綾に故も多血に吐出さオーる.従って507区にお

ける処FJ!個体の処理後の体式の減少は他の区にわける

それJ:t)も背しいが 10㌢区や対旧各区 に於いてはか

ゝるテ削ヒ田城の吐出は殆んど認められない (節3図).

処矧 川体内における γ･BHC の時間的消長

以上の抵抗力の機構を知るための-弓の手掛りとし

て体内に注入したγ･BHCの時間的消長を定見的に追

完した.もしこれらの抵抗力が,イエバエのBHC抵

抗生系統3･4)に托られるような急速な BHCの細謝 ヒ

合物への変化によるものであれば,本昆虫における症

状からの回役をよく説明出来ると考えたからである/

ノ 〔火晩方幻 γ:BHC_の処理方法は失敬2によった･
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.Fig.3.,Decreaseinbodyweightofthe6th
instarlarvaeofBaraLhrabTlaSSich占L.injected
withB‖Cemulsion.

-0- LhrVainjected10microgram ofI
γ-BHC,

-◎- I.arvainjected50microgram of

γ-BHC,

-●-LArVainjectedi200microgram of
γ-BHC,

-㊨- Larvainjected controlwithout
BHCto200microgramofγ-BfIC,

-0- Larvanottreated.

楽員は症伏と比較する志味から LD150附近がよいと

考え.-このため1匹当りの注射虫を γ-BHC50Yと

した.

測定時間は症伏の回役経過を考慮して処斑紋5分,

1苧分,30分,1時札 ･2時個及び5矧nJの6区とした･

処捌 可体は1区10匹とし,処理後所定の時rL和を経過し

てからこれらを乳鉢に移し.アセトンを加えつ 充ゝ分

に磨砕した.次いでこれを減圧泣過して残故を除いた.

残並は更に 2,3回 acetonで洗脱し,沈船淡は弧状

と合した･この aceton抽出枚を 40に冷硬し.AAri次

先立に供したが, 本牧の pH-は4.8-5.0で,浴朋
′

している γ･BHC は安定と考えられる.

ーγ-BHC の定立はアズキゾウムシを用いた生物検JJi

法によった.各抽出液は減圧氾縮して 50ccに在容し

た.IB径 9cm のペトリシャ-レの底部に姐紙を放き,

これに一光出の試料を付けてアセトンが点発した後に

約 50匹のアズキゾウムシを放った. 次いでこれ ら

を300の定温宝に保ち,48時間後に致死率を調べた.

な払 あらかじめ standard の薬貞 一致死?･:Illl線を求

めておいて試料と LD-50,を比較することによって兆
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Tablc5. Showingtoxicsymptomsandtherecoveryfrom them,irkthe6thinstarlarvaeof
-BaraLhrabrassL.CaeL.injectedwithBHCcmulSion. .

Dosageofγ･BHC200y Dosageofy･BHC 50y Dosageofγ-BHC IOy

I.e;f;tmTreent , Tmriaulti!yd . 92･6% TmrtaJtityd 57･8% T.omrLaulftyd lO･4%

(minutes) .E3だIPdeuralO,f 5 1E3に.?deuralO,E 5 慧 琵PdeuralOsf 5

Immediate_ 苧_t_a.Td_S_tilt_?_i.cTeeP･
gaitSomewhat normal. normal.
ataxi¢.

2 tumble,fallin atFⅩy･ 8tandstillorslow
pang･ Creep._

5 .P.odSyh.5,etST.entsbegin iaeliillntpoanvgLiatTd ditto

10 Yomitionofjuice
ofdigestivetract
isremarkable.

begintotumble.

vomit王onofjuice
ofdigestivetract
王smostremarkable.
bodysegmentsbegin'
toshorten.

ditto

bodysegmentsnot
shorten.

noEeetling.

30 vomitioncease,
fallinpara一ytic
per呈od.

repeattotumble
andtoTiSe.
violentconvulsion
sporadic.
vomitionofjuice
decre左sed.

ditto

60 ditto allindividtlals
havereturnedto
normalposture,
movement･inactive.
violentconvulsion
Cease.

begintofeed.

120 1ditto threeindividuals
haverecovered
normalform.
defecate,butdo
notfeed.

normal,.quantityof
fccdjngincrease.

ー240 0nereturnsto ditto ditto
norm年Iposture.

300 dneirLparalysis
fallsirlSyncope.
fourothers(oneoE
them,isinnormal
posture)showweak
con叩Isioǹ(3-8

onetumblesagain. ditto

540 twodied.two

othersarein.pa-
ralysis.one)n
normalposturedoes
notfeeds.above
ofthem showweak
convulsion.

pneintun-bleEallg
Jnparalys王9.

1440 (wodic°.one aboveonefallin

三tn.en,oi:talfePcOd5㌢re 謡 …:spef･edt.hrec

Etを群山した.

【紡取〕 Ti:爪した結果を邦6壬壬に示す.

ど丑が見られないが5時間後に至って践かに減少が見

られる.本実験の結果より体内に存在するγ-BHCの

減少と,実験2で述べた症状の回役,特に転倒した個

体が苦悶状態より脱して正常姿勢をと戻る経過とが平行

的でなし＼ことがわかった.
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Table6..TIle､amountsofγ-BHC recovered from the 6th instarlarva ofBa佃EhTu
bras'sicaeL.whichwaskeptforvarioustlmesafterinfectionofγ-BHCemulsion. .

Ⅰ＼ l II I III ､ ･l IV I Av.

考 察

1. BHC乳剤に対する抵抗力の強さ:浸出処理し

た各令幼虫の抵抗力をDDT.乳剤の勧告と比較すると

大差のないのは1令のみで,-2令に逃むと既に DDT

乳剤に対する4令幼虫の抵抗力に匹敵する. 3令にな

るとDDT乳剤に対する5令幼虫の起抗力を泣かに凌

瑚し.5令では扱者に対する6令幼虫の抵抗力の2倍

を超えている.6令ではDDT乳剤に対する場合の6

倍の出抗力が見られるが,これを注射による γ-BHC

の LD･50と9,9'-DDTのそれとで比較すると,前

者が後者の約4倍となっており,岩干低い値が和らtt

る.しかし何れの処理によってもDDT乳剤に対する

i:りも退かに強い延抗力を示している.

γ･BHC水和剤を鹿川した予鵬突放で_Fま,4令幼虫

に対するMLCが0.182% (W/V)であって,本火映

による4令幼Ilよりも強い嘩抗力を示した･ ./･BfiC

の適FT]形態を変えて作用力の相辺を吟味することは本

研兜の口的ではないが,3令以後のヨトウムシが BIi

C乳剤に対して示す抵抗力は特に著しいものと想われ

る二ヨトウムシを対照としてBHC粉剤の効果を報告

したBBl以胡験51では,研究目的が筆者らのそれと異な

っているために木昆虫の抵抗力に関する詳細は不rlj]で

あるが,評3査時に死虫よりも苦悶虫が多かった点,γ･

BHC 1% 粉剤に対する致死率が概して低い点等より

木研光で朋らかにした昆虫の強い抵抗力をRl像出来る

ように似われる.

2. 処理個休円におけるγ･BHCの時間的消長と申

与iibii状の消失とのBg院:Oppenoorth3,一)によ早と注

射によりイエバエ休内に旺入されたγ-BHCの代謝速

皮は非抵抗性系統と抵抗性系埠との間に著しい差があ

ら,前者が処理後4Blfm 以瑚 こ1/3以下aI減少を示し

たのに対し後者は約 80% を失っている.上記の実験

結果よりみるとヨトウムシにおいて峠,′イエバエの両

系統の何れとも著しく只なっており,γ-BHC は注射

後5分乃至51時間の間に困苦な械弊 示さず･それ故

本庄山の中詩症状の回矧 ま急準なγ-BHCの分解消失
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によるものでないことが明らかである.幼虫の症状及

び体内jこおけるγ-BHCの虫的変化より判断して,_γ-

BHC.は神経:･t逢して毒作用を示す一万,相当血が幼

虫の休内でそのま のゝ形で吸着その他の機矧 こより⊥

時的に不活勘 ヒされるものと考えられる･
次に処理5分後のγ-BHCの回収率が､50% 以下に

は少しているが,これは 5-300分間における BHC

の代謝速度から考えて,紙詔化合物へ急速に変化した

ためにのみよるとは考え難い.消化管紋吐出が処理5

分以後に汲化するにも拘わらず,休内の鵜虫がこれと

平行的に減少しない点.ならびに注射方法よりTLBして

γ-BHCが屯らに消化田内に入って消化管液と兆に綻

口的に排出されることは起り柑ないと思われ おそら

く一触 ま戯枠より姐過の過程において失われたもrのと

考えている.何れにしても注射後 2-5時ruの,外見

的には兜宅処理個休と殆んど変らない迄に拭tRより回u

した幼虫体内に,なお相当虫のy･BHCが班存し回収

rL柑た郁夫は舛味が深い.

摘 要

甥者等は1955年ヨトウムシ (BaraLhrabrassicae

L.)(幼虫)について浸統法及び注射によりBIIC乳
剤に対する抵抗力を検討した:

1)ー浸出処理によると各令幼虫に対するγ･BHCの

MLC は1令 0.00048,2令 0.00099,3令 0.0086,

4令 0.086,5令 0.34,'6令 0.83% (W/V)･であっ

て,2令より4令の間に著しい抵抗力の増加が見られ

た.

2) 注射によると6令的山に対する1-BHCの LD･

50は平均休gi1.13gあたり40.256Yである.

3) BHC 乳剤の巧作用を受けた桐休の致死哨仏は

十収にDDT乳斉耶こ対するよりも矧 がヽ,一方症状か

らEil配して正'iliに戻る個体が認められた.

4)'処理帆休の申iii症状の発現は頻出の多い挺早く.

その症状からの回役は茶托の多い程わそい.注射によ

ると LD-50附近における生存山では5分後より鑓状
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が発mL.1-3昭m)で阿矧こ向か うものが多いが,

LD･10附滋ではク悦 的にW7んど捉状がⅠ朋)れ机 ､(那

守=m ･ ,

5) ヨトウムシ体内に入れたγ･nTTCは処珊5分役

A:り2相."J托迄殆んどn的変化が認められず,5柑Lf'J
後に[･竹かに滅少が見られI=. それ放体内に入った γ-

BIIC.のは少は,その胴体の中指症状の発現から何役

までのttF.移とは平行的でないとい うことが指摘出来る･
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R6sum占

The resistibil王ty of thehrVae OfBaraEhnz

bTWSicaeL toBHCemu一sionapp7iedbydipping

andinjectionmethodswasSttldicdbythewriters

in1955inthelaboratory･BHCemulsioncone,en-/
trat王Onusedforthestudyconsistedofthefollo☆ing

components･.γ･BHClog,acetonwas'lddedto

ittoreach50cc,polyoxyethylcnealky7ester25cc.

Theresultsobtainedarcasfollows:

1) MLCofy-BHCtoeachinstarobtainedby

dippingmethodwasasfollows:7stinstar0.00048,

'2nd0.00099,3rd0.0086,4th0.086,5th0.34and

耶 22 怨I1

6th0.83percent(W/V)rcspcclivcTy,ztnd the

rcmarktJlc incrcnsc of.rcsIJSlih.)1i(y to nITC
cmulsionwagfoundoutbclwecnthe2ndLtTidthe

4thinstLtrg.

2) LD･50oEγ-BIiC obtainedbyinJlcclionto

the6th 】nstarwagIlo.256･microgram･pcrll.13

gramoftheaveragebodyweight.

3) Thetimesrequ'lredfrom treatmFnttodeath
ofindividua一streatedwithBHC emulSion were

generallyshorterthanthetimesofonestreated

with DDTemu7sion.Butitwasnoticeablethat

conSiderablenumbersofindividualstreatedwith

BHCwererecoもeredfrom theirtoxicsymptoms.

JI) Thetnppeamnccofthetoxic9ymptOmSOf

treated indiv王duzlls was much faste-r in ones

,eceiv占dmoredostlgC,TLndthedisappeamnceof

thesymptomsw.1gmlJChSlowerinoncsreceived

moredosage.ItwLt90hscrvo(1tllatthelivingof

theindividualsinwh言chthe(IosagenearLD･50

wasinjectedshowedthetoxicSymptOmgfrom

about5minutesaftertrcntmcntandmanyoEthem

begantorecoverfrom theirSymptOmSbetween

1and3hoursnftcrtrentmcnt,butLtbouttitLD･10

these.symptoms were SCnrCely observed irL

appearance(Tnblc5).

'5) Itもasrcco叩n'IZCdthattheELmOuntSOfy･

BHC王nthebodiesofthe6thinst.lrhrv.1SCtlrCely

Ichanged inqu.lnlityfrom 5m;nutcSl上o2hours

arterinjection,TLndslightlydecreasedzlt5hours

afterthetrcntlhcnt.Therefore,itiSabletopoint

out that the proces9 0E theappearanceand

d王sappearance ofthe-toxic symptoms are notI
parallelwithtIledecreaseofγ-BHCinthebody･

PJICliminaryNotesonFicItlSttldicSOftheSnttkcB.Ha5imeFt7KAD̂ (rliologicEtlLaboratory,

Momoyamal3ranch,KyotoGakugeiUniversity,MomoyLlma,Kyoto)･Rcccivcd0ct･31,1956･

BoEytL･Kognku,22,69-74,I1957,(with…EnglishrCSllm6.74).

12･=!地類の野外における観察 壷 田町 京邪 を芸大学 桃LlJ分校 吐物半裁宅)31･10･31 別 !

常 に私 た ら を畠か く;Jlがか れ た恩師泰川忠 告 先 生のせ柵 を淀 ん で J;祝 い

申 し上げ る
I

蛇切の野外の生芯は訊問では殆んど調べられていない･､本熟 ま京都市伏見区のm机 地相で行ってい

ろ蛇湖のiE儲湘丑の予和であ̀る. Jこのlflで蛇類の季節によるEfl現数の消長や住み切所の文移,幼蛇

の蛙式及び食性などについてわかった点を記した.

これまで日本の蛇7)野外のLji頂を調べたものはごく 断片的な~記録のみのよ うである.一方北米では

少く'内町･-今泉'1'の食掛こついての調査∴中原9'の ､ Carpenter5'の gartさrinakes3種2)m王Xedpopula-＼

冬頃北m ELl現期間の調ffなどが ゐ引きかはいづ巾も tion に関するす ぐれた野外生岱研究の他. 多くの報

＼ 69


